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過剰診断実測の考え方 Figure 2. Explanation of lead time
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過剰診断実測の考え方
Figure 3. Effect of nonoverdiagnosed and overdiagnosed cancers on the cancer incidence.

 先行発見分は、検診終了後減少  過剰診断分は、検診終了後も減少せず
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 実際には、先行発見がんと過剰診断がんの両方が存在するため以下の図が想定される。
 すなわち、多めに発見されたがんのうち、検診終了後に減った分を引いた分が過剰診断分
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